
JP 2010-76162 A 2010.4.8

(57)【要約】
【課題】センサの誤検出が発生しない、信頼性に優れた
印刷装置を提供する。
【解決手段】透過型ウェブジャム検出センサを、用紙幅
方向の端部より内側で、且つウェブを搬送するためのト
ラクタ機構内部のトラクタピンガイドと用紙ガイドの間
に位置させ、且つウェブのジャムを検出する透過型ウェ
ブジャム検出センサとウェブの距離ｈが１～２ｍｍとな
る位置に１対又は複数対設けた。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェブに画像を記録形成する転写部と、該転写部にウェブを搬送するための搬送機構と
、前記転写部でウェブに転写されたトナーを加熱ローラと加圧ローラで加熱・加圧しなが
らウェブに定着し、熱等の影響で蛇行するウェブの蛇行量を検出する蛇行検出センサと、
該蛇行センサの出力でウェブの蛇行を補正する蛇行補正機構を有する定着機構と、前記転
写部のウェブ搬送速度と定着機構のウェブ搬送速度との速度差を吸収し、且つウェブに張
力を与えるバッファ機構とを有する印刷装置において、
　透過型ウェブジャム検出センサを、用紙幅方向の端部より内側で、且つウェブを搬送す
るためのトラクタ機構内部のトラクタピンガイドと用紙ガイドの間に位置させ、且つウェ
ブのジャムを検出する透過型ウェブジャム検出センサとウェブの距離ｈが１～２ｍｍとな
る位置に１対又は複数対設けたことを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の印刷装置おいて、前記トラクタ機構の構成部品で開閉自在に設けられ
たトラクタカバに透過型ウェブジャム検出センサを設けることを特徴とする印刷装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の印刷装置において、前記ウェブジャム検出センサとして、使用するセ
ンサ光の半値全角時の水平方向指向角θｈが４～８度で、且つ垂直方向の指向角θｖが４
～８度である透過型センサを使用することを特徴とする印刷装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、連続的に搬送されるウェブに画像を形成する印刷装置のウェブ搬送機構に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　連続ウェブ上に画像を形成する印刷装置において、印刷装置に搭載したトラクタ機構の
ピン部材をウェブの送り穴に係合させ、トラクタ機構を駆動することによりウェブを搬送
させている。しかし、ウェブのジャム等が発生した場合、トラクタ機構の部分でウェブが
詰ってしまいウェブの搬送が不可能となることが発生していた。そのためトラクタ機構の
ウェブ搬送方向手前の位置で搬送機構の外側の固定された位置にウェブジャム検出センサ
を設けることによりウェブのジャムを検出できる構成が提案されている。
【０００３】
【特許文献１】実開昭５６－５６４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記構成によりウェブのジャムが発生した場合に用紙と透過型ウェブジャム検出センサ
を接近させることにより、より早期にウェブの搬送が停止可能となる。しかし、透過型ウ
ェブジャム検出センサをウェブに接近させると、ウェブのバタツキによる誤検出が発生す
るという課題があった。
【０００５】
　また、ウェブジャム検出センサが固定式である場合には該ウェブジャム検出センサに汚
れが付着し、センサの誤検出が発生するという課題があった。
【０００６】
　さらに、使用するセンサの指向角が小さい場合はセンサの調整が困難であるという課題
もあった。
【０００７】
　本発明の目的は、このような従来技術の欠点を解消し、センサの誤検出が発生しない、
信頼性に優れた印刷装置を提供することにある。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するため、本発明の第１の手段は、ウェブに画像を記録形成する転写部
と、該転写部にウェブを搬送するための搬送機構と、前記転写部でウェブに転写されたト
ナーを加熱ローラと加圧ローラで加熱・加圧しながらウェブに定着し、熱等の影響で蛇行
するウェブの蛇行量を検出する蛇行検出センサと、該蛇行センサの出力でウェブの蛇行を
補正する蛇行補正機構を有する定着機構と、前記転写部のウェブ搬送速度と定着機構のウ
ェブ搬送速度との速度差を吸収し、且つウェブに張力を与えるバッファ機構とを有する印
刷装置において、透過型ウェブジャム検出センサを、用紙幅方向の端部より内側で、且つ
ウェブを搬送するためのトラクタ機構内部のトラクタピンガイドと用紙ガイドの間に位置
させ、且つウェブのジャムを検出する透過型ウェブジャム検出センサとウェブの距離ｈが
１～２ｍｍとなる位置に１対又は複数対設けたことを特徴とするものである。
【０００９】
　本発明の第２の手段は前記第１の手段おいて、前記トラクタ機構の構成部品で開閉自在
に設けられたトラクタカバに透過型ウェブジャム検出センサを設けることを特徴とするも
のである。
【００１０】
　本発明の第３の手段は前記第１の手段おいて、前記ウェブジャム検出センサとして、使
用するセンサ光の半値全角時の水平方向指向角θｈが４～８度で、且つ垂直方向の指向角
θｖが４～８度である透過型センサを使用することを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は前述のような構成になっており、センサの誤検出が発生しない、信頼性に優れ
た印刷装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例について図面を用いて説明する。本発明の一実施例を図１に示す
。ウェブ搬送機構は、図１に示すようにウェブ１の搬送手段を構成するトラクタ機構２，
３が対になって設置される。本発明では該透過型ウェブジャム検出センサ４，５を、用紙
幅方向の端部より内側で、且つ該ウェブ１を搬送するためのトラクタ機構内部のトラクタ
ピンガイド１０と用紙ガイドの間１１に位置させ、且つ該ウェブ１のジャムを検出する該
透過型ウェブジャム検出センサ４，５と該ウェブ１の距離ｈが１～２ｍｍとなる位置に対
で設置している。そして、該ウェブ１のジャムが発生した場合、センサ光軸９を該ウェブ
１が遮りジャムを検出する機構とした。
【００１３】
　また、該透過型ウェブジャム検出センサ４，５を該トラクタ機構２，３の構成品で自在
に開閉する機構を有するトラクタドア７，８に設け、該トラクタドア７，８に同期して自
在に開閉する機構とした。
【００１４】
　さらに、ウェブジャムが発生した場合に搬送を停止させる該透過型ウェブジャム検出セ
ンサ４，５は、センサ光の半値全角時の水平方向指向角θｈが４～８度で、且つ垂直方向
の指向角θｖが４～８度である透過型センサ４，５を使用する機構とした。
【００１５】
　以上説明したように、本発明によれば透過型ウェブジャム検出センサを、用紙幅方向の
端部より内側に位置させ、且つウェブを搬送するためのトラクタ機構内部のトラクタピン
ガイドと用紙ガイドの間に位置させ、且つウェブのジャムを検出する透過型ウェブジャム
検出センサとウェブの距離ｈが１～２ｍｍとなる位置に１対又は複数対取付けたことによ
り、ウェブのバタツキによる誤検出が発生することを防止出来る。
【００１６】
　また、トラクタ機構の構成部品で開閉自在に設けられたトラクタカバに透過型ウェブジ
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ャム検出センサを取付けることにより透過型ウェブジャム検出センサの検出面を容易に清
掃出来るため透過型ウェブジャム検出センサに汚れが付着し、センサの誤検出が発生する
ことを防止出来る。
【００１７】
　さらに、トラクタドアと透過型ウェブジャム検出センサが同期して自在に開閉するため
、トラクタドア開閉時の衝撃により透過型ウェブジャム検出センサに汚れが付着すること
を防止出来る。
【００１８】
　また、ウェブジャム検出センサに使用するセンサを、センサ光の半値全角時の水平方向
指向角θｈが４～８度で、且つ垂直方向の指向角θｖが４～８度である透過型センサを使
用することで、センサの調整が困難であるということを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の実施例に係る印刷装置の斜視図である。
【図２】その印刷装置の断面図である
【符号の説明】
【００２０】
　１：ウェブ、２：トラクタ機構、３：トラクタ機構、４：透過型ウェブジャム検出セン
サ（発光側）、　　　　５：透過型ウェブジャム検出センサ（受光側）、６：ピン部材、
７：トラクタドア、８：トラクタドア、９：センサ光軸、１０：トラクタピンガイド、１
１：用紙ガイド、１２：センサ指向角。

【図１】

【図２】
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